
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 
 

 岩手すすめる会は9月19日（金）に対県要請をおこない、県知事宛はがき1万3828枚を提出しました。8人の生徒（3年

前に公欠での参加を勝ち取った）を含め、県内 7 校の父母、教職員など計 20 人が参加し、全員が私学の実態を率直に話しまし

た。地元紙の岩手日日新聞が21日付で記事を出しました。県の消極的な姿勢をこの秋の運動で変えていこうと決意を固めました。 
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